
●平成１９年度通常総代会開催される  ……… 2
　○角田市 ･丸森町商工会
●角田の食を宇宙に飛ばそう  ……………… 2
●平成１９年度古川倉吉報奨金制度  ………… 3
●あぶくま建築賞  …………………………… 3
●いぐのさとイベント  ……………………… 4
●みんなで活用法を
　　　再考してみませんか？（丸森町）  ……  4
●新会員さんご紹介  ………………………… 6
●ラビットくん、７６日目に
　　　利用者１万人を突破（角田市）  ……… 6
●商工会からのお知らせ  …………………… 7
●青年部・女性部の広場  …………………… 8

� � � � � � � �

●左／齋理幻夜オープニング風景
●右／かくだふるさと夏まつり

角田市商工会・丸森町商工会 

商工会広域連携協議会 

第 3 号
2007.11.1



平成 19 年 11 月 1日　角田市商工会・丸森町商工会商工会報 2

　

こ
の
事
業
は
、
九
月
二
十
日
に

交
付
決
定
さ
れ
、
来
年
九
月
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

角
田
市
商
工
会
で
は
平
成
九
年

度
よ
り
「
食
と
景
観
」
か
ら
の
地

域
振
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
食
の
素
材
・

調
理
法
、
景
観
な
ど
多
く
の
地
域

資
源
を
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
反

面
、
地
域
資
源
の
活
用
の
仕
方
が

わ
か
ら
な
い
、
第
一
次
生
産
品
を

そ
の
ま
ま
他
地
域
に
提
供
し
て
い

る
と
い
う
理
由
か
ら
か
、
悲
観
的

に「
角
田
に
は
何
も
な
い
」と
い
っ

た
意
見
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

毛
利
宇
宙
飛
行
士
の
食
事
の
メ

ニ
ュ
ー
を
調
べ
る
と
白
飯
、
赤
飯
、

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
梅
干
、
浮
か

し
餅
、
羊
羹
、
ほ
う
じ
茶
、
オ
ニ

オ
ン
ス
ー
プ
と
角
田
自
慢
の
梅
干

が
入
っ
て
い
ま
す
。
角
田
市
は
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
・
角

田
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
立
地
し
、

市
内
台
山
公
園
に
は
「
Ｈ
‐

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
」
実
物
大
模
型

と
展
望
台
等
が
そ
び
え
、
秋

に
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
よ
る
曲

芸
飛
行
を
中
心
と
し
た
「
エ

ア
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
Ｉ
Ｎ

角
田
」（
本
年
度
は
中
断
と
な
り
ま

し
た
）
な
ど
、
空
と
は
縁
が
深
い

地
域
で
す
。

　

宇
宙
食
は
①
加
水
食
品
（
凍
結

乾
燥
食
品
）、
②
温
度
安
定
化
食

品
（
レ
ト
ル
ト
、
缶
詰
）
等
の
高

度
な
食
品
加
工
技
術
を
要
求
さ
れ

ま
す
が
、
角
田
の
梅
干
が
宇
宙
を

飛
べ
ば
、
角
田
と
宇
宙
と
の
結
び

つ
き
が
深
ま
り
、
地
域
の
飲
食
店

さ
ん
な
ど
も
宇
宙
食
関
連
メ

ニ
ュ
ー
（
宇
宙
定
食
模
擬
セ
ッ
ト

ｅ
ｔ
ｃ
）
を
開
発
し
観
光
客
等
に
提

供
で
き
れ
ば
、「
宇
宙
」
を
角
田
市

の
ブ
ラ
ン
ド
に
出
来
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

角
田
市
商
工
会
は
キ
ー
ワ
ー
ド

を
「
食
と
景
観
」
か
ら
「
宇
宙
」

に
進
化
さ
せ
地
域
振
興
に
取
組
も

う
と
し
て
い
ま
す
。

角
田
の
食
を
宇
宙
に
飛
ば
そ
う

角
田
市
商
工
会
�
地
域
資
源
活
用
企
業
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
等
支
援
事
業
�

　

第
四
十
七
回
通
常
総
会
が
、
平

成
十
九
年
五
月
十
八
日
、
角
田
市

商
工
会
館
に
お
い
て
、
佐
藤
清
吉

角
田
市
長
、
長
谷
川
洋
一
宮
城
県

議
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
地
元
事
業
所
に
永
年

勤
続
さ
れ
た
従
業
員
の
方
々
、
ま

た
、
商
工
貯
蓄
共
済
推
進
功
労
者

の
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
星

守
夫
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
第
一

号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
ま
で
原

案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
、
第
六
号

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

（
ラ
ビ
ッ
ト
く
ん
）」
や
「
角
田

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
の
実
施
、

広
域
連
携
で
は
、
県
内
商
工
会
の

合
併
が
進
む
（
六
十
九
商
工
会
が

三
十
五
商
工
会
に
再
編
・
平
成
一

九
年
十
月
現
在
）
な
か
組
織
再
編

に
よ
る
新
た
な
対
応
を
検
討
模
索

し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
通
常
総
代
会
は
、

去
る
五
月
二
十
五
日
（
金
）
丸
森

町
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
丸

森
町
長
（
代
理
・
斎
藤
傳
副
町
長
）、

寺
島
英
毅
宮
城
県
議
会
議
員
、
丸

森
町
議
会
議
長
（
代
理
・
小
野
森

政
産
業
建
設
常
任
委
員
長
）、
天

野
忠
正
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ご
来
賓

の
方
々
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

総
代
多
数
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
代
会
に
先
立
ち
、
地
元
事
業

所
の
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
、

古
川
倉
吉
報
奨
金
表
彰
授
与
式
が

行
わ
れ
た
後
、
議
長
に
斎
藤
忠
志

氏
を
選
任
し
て
議
事
に
入
り
、
第

一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
ま
で

満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
、
第
六
号
議
案
「
役
員
退

任
に
伴
う
補
欠
選
任
の
件
」
で
は
、

新
青
年
部
長
の
佐
藤
新
作
氏
が
新

理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成　

年
度
角
田
市
商
工
会

１９

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

角田

議
案
「
役
員
退
任
に
伴
う
補
欠
選

任
の
件
」
に
つ
い
て
は
前
青
年
部

長
金
子
隆
史
氏
の
勇
退
に
伴
い
、

新
青
年
部
長
信
濃
光
男
氏
が
新
理

事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
、

地
域
振
興
対
策
で
は
「
角
田
市
デ

平
成　

年
度
丸
森
町
商
工
会

１９

通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

丸森

角田
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丸
森
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
な

ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
神
明
社
祭

典
は
毎
年
七
月
下
旬
に
二
日
間
に

亘
っ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
中
心
的
活
動
主
体
と
な
っ
て

い
る
の
が「
神
明
会
」で
あ
り
ま
す
。

　

山
車
製
作
集
団
で
あ
る
「
神
明

会
」
は
、
古
の
時
代
よ
り
連
綿
と

続
け
ら
れ
て
き
た
山
車
製
作
の
技

術
を
継
承
し
て
、
町
内
の
夏
祭
り

を
中
心
に
今
日
ま
で
絶
や
さ
ず
続

け
て
き
て
お
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー

も
様
々
な
職
業
に
従
事
す
る
人
た

ち
で
構
成
さ
れ
、
制
作
費
も
会
の

負
担
と
篤
志
で
賄
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
百
年
以
上
も
続

け
ら
れ
て
き
た
山
車
の
老
朽
化
が

激
し
く
運
行
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

と
あ
っ
て
新
し
い
山
車
製
作
が
急

務
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
の
絢
爛
豪
華
な
絵
巻
物
の
世

平
成　

年
度 
古
川
倉
吉
報
奨
金
受
賞
者

１９

 
自
家
製『
山
車
』に
よ
る
夏
ま
つ
り
で

地
域
振
興
発
展
に
寄
与

「
神
明
会
」
代
表　

今  
野  
茂  
男
さ
ん

◎＝あぶくま推奨の家

　

街
づ
く
り
を
通
じ
た
美
し
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
角
田
・
丸

森
の
街
並
み
に
調
和
す
る
優
れ
た

建
築
物
を
毎
年
表
彰
し
て
き
た

「
あ
ぶ
く
ま
建
築
賞
」（
主
催：

あ

ぶ
く
ま
建
築
賞
推
進
委
員
会
）
も
、

お
陰
様
で
第
一
八
回
を
迎
え
ま
し

た
。

　

今
年
も
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
が
、
住
宅
問
題
専
門
家
の
古

田
義
弘
氏
ら
選
考
委
員
に
よ
る
数

度
に
わ
た
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

別
表
の
と
お
り
に
賞
が
決
定
し
、

七
月
二
十
七
日
に
は
ジ
ュ
ネ
ス
我

妻
（
角
田
市
）
で
表
彰
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

設　　計建築業者建て主賞

星製材所建築設計事務所㈲菊地住建平　間　文　敏角田市長賞

鈴木正彦㈲鈴木工務店
佐　藤　利　男
野田頭　友　美

丸森町長賞◎

八巻建設設計事務所齋建築保　科　秀　樹宮城県建設職組合連合会長賞◎
菅野仁㈲松茂工務店及　川　雅　志（社）宮城県建築士会長賞
八巻建設設計事務所㈱牛沢建築緑　川　広　昭角田市商工会長賞
㈱伊藤工務店㈱伊藤工務店菊地潤・百合子丸森町商工会長賞

菅野仁㈲松茂工務店小　形　真　也
宮城南部流域林業活性化センター
仙南支部長賞

星製材所建築設計事務所㈲菊地住建荘　司　光　一仙南中央森林組合長賞
地区外のため該当なし㈱伊藤工務店伊藤和男・純子丸森町森林組合長賞

丸森町長賞 あぶくま推奨の家
佐藤利男・野田頭友美

界
を
か
も
し
た
山
車
が
練
り
歩
く

と
き
に
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で

も
吸
い
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
行
事
そ
の

も
の
が
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
は

町
の
損
失
で
も
あ
り
、
商
店
街
に

と
っ
て
も
大
き
な
損
失
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
年
に
亘
る
伝
統

行
事
活
動
実
績
と
将
来
に
お
け
る

協
働
事
業
の
一
環
と
し
て
地
域
の

連
帯
意
識
の
高
揚
が
期
待
さ
れ
、

更
に
は
地
区
内
の
商
工
業
者
や
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
賑
わ
い
演

出
等
の
地
域
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
を
認
め
、
新
し
い
煌
び

や
か
な
山
車
で
今
後
も
継
続
し
て

運
行
し
て
貰
う
よ
う
に
と
期
待
を

込
め
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

第

回
あ
ぶ
く
ま
建
築
賞
各
賞
決
定

第　

回 
あ
ぶ
く
ま
建
築
賞
各
賞
決
定

１８１８

宮城県建設職組合連合会長賞 あぶくま推奨の家
保　科　秀　樹 邸

角田市長賞
平　間　文　敏 邸

第　

回 
あ
ぶ
く
ま
建
築
賞

１８

結
果
表（
敬
称
略
）

報
奨
金
表
彰
授
与
式



　第１９回目を迎えた齋理幻夜は８月１１日（土）、「蔵の郷土館」齋理屋敷とその
周辺を会場に、幻想的な雰囲気を楽しもうと約二万人の来場者で賑わいました。
　今年のテーマは『齋理彩祭』～夢・舞・灯　まぼろし一夜に御招待～という
ことで全ての場面で出会いや感動が生まれ、又色とりどりの色彩が溢れるよう
にと手作り灯籠が約１，０００個用意され、川面に映し出される絵灯籠の美しさや
屋敷内の竹林の小道と会場内の沿道を柔らかな光で彩り、風情ある光景を醸し
出していました。
　イベントは劇団わらび座の公演、楽し懐かし音楽会、丸舘中学校・伊具高校
吹奏楽部演奏、怪しい幻夜名物紙芝居おじさん…ｅｔｃで来場者を楽しませてく
れました。

第 19 回齋理幻夜
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　第３６回丸森いちが５月１２・１３日の両日、丸森町町民センター周辺を会場に開催され、一時は突風が吹いたものの好天にも恵
まれ町民グランドの駐車場は終日満車状態となるほど、２日間での人出は３３，０００人を数え大好評を博しました。
　会場内には町内の業者を中心に１２５店が出店し、植木や花木・野菜苗をはじめとして町内外の特産品や日用品・雑貨・飲食
物等が展示・販売され多くの来場者で賑わいました。
　また、イベントとしては恒例の建設職組合によるミニ上棟式、献血運動、自衛隊グッズの展示販売のほか、今年の干支でも
あり、第３６回という回数を記念した「しし鍋」の無料試食コーナーの設置や童楽娘鼓による太鼓演奏、さらには同時イベント
として会場近くの雨水調整池で「まるもりＹＯＳＡＫＯＩ・５周年イベント」が開催され、町内外からの多くのギャラリーで人垣
ができ、会場周辺は大いに盛り上がりました。

第 36 回 丸森いち 盛大に 5 月 12・13 日開催

こんなに多くの資源！！  みんなで活用法を再考してみませんか？
　

丸
森
町
内
に
は
数
多
く
の
地
域
資
源
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
や
農
産
物
、

加
工
技
術
、
文
化
、
旧
跡
、
名
所
、
施
設
、

産
業
等
、
例
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ

ど
で
あ
り
、
こ
の
数
多
く
あ
る
資
源
を
何

と
か
地
域
住
民
み
ん
な
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

（
今
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
）
し
て
み
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

主
な
も
の
を
例
に
挙
げ
る
と

○
農
産
物
等
で
は

　

し
い
た
け
、柿
、梅
、自
然
薯
、エ
ゴ
マ

（
じ
ゅ
う
ね
ん
）、た
け
の
こ
、繭
…
ｅ
ｔ
ｃ
。

○
地
場
製
品
及
び
そ
の
生
産
に

　

係
る
技
術
等
で
は

　

干
柿
（
こ
ろ
柿
）、
木
炭
、
竹
炭
、
竹

炭
液
、
齋
理
ロ
マ
ン
（
丸
森
柿
ワ
イ
ン
）、

手
す
き
和
紙
、
竹
細
工
、

わ
ら
細
工
、
へ
そ
大
根
…
ｅ
ｔ
ｃ
。

○
文
化
財
、
景
勝
地
、
観
光
資
源

　

等
で
は

　

阿
武
隈
川
、
齋
理
屋
敷
、
阿
武
隈
川
ラ

イ
ン
下
り
、
阿
武
隈
渓
谷
県
立
自
然
公
園
、

ひ
ま
わ
り
畑
（
大
内
・
舘
矢
間
）、
大
張

沢
尻
棚
田
…
ｅ
ｔ
ｃ
。

　

丸
森
町
商
工
会
で
は
、
町
内
の
地
域
資

源
を
全
国
規
模
の
市
場
へ
向
け
て
事
業
展

開
が
出
来
な
い
か
、
新
た
な
可
能
性
に
つ

い
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

今年のテーマは『齋理彩祭』～夢・舞・灯まぼろし一夜に御招待～今年のテーマは『齋理彩祭』～夢・舞・灯 まぼろし一夜に御招待～

丸森

　『キッズマート（起業家体験）事業』が、８月１２日「か
くだふるさと夏まつり」の一環として、角田市中央広場
を会場に角田・横倉・桜小学校の５・６年生の精鋭２４名
により開催されました。
　今年から参加した横倉・桜小学校のメンバーを交え「ブ
ルーハウス」「Ｅｎｊｏｙ Ｓｕｍｍｅｒ」「サマースカイショップ」
の３チームに分れ、仕入れから販売まで体験し、猛暑の
中懸命にがんばりましたが、黒字には届かず「儲けるこ
との難しさ、大変さが分かった。来年こそは黒字達
成！」と、将来のビジネスマン（ウーマン）は、リベン
ジに燃えていました。

キッズマート（起業家体験）事業

　夏の風物詩である、『かくだふるさと夏まつり』の「星ま
つり」は毎年１４日に開催されていましたが、初めて８月１２日
（日曜日）に変更し、「市民花火大会」は８月１３日（月）に
開催されました。

　「星まつり」では、祭りのオープニングとして、角田小学校児童による鼓笛隊パレードを皮切りに、和太鼓演奏、芸能発表、
女神輿・こども神輿や山車パレード、地元婦人団体を中心とした『角田音頭』、そして、地元有志・他団体による『よさこい
踊り』が賑やかに催されました。
　中央広場は、キッズマートの出店やミニＳＬ乗車などで『こども広場催事』として演出され、また、恒例となりましたスタ
ンプ会主催の『キャラクターショー』『抽選会』や建設職組合主催の『ミニ上棟式』など、多くの会場で様々なユニークな取
り組みが行なわれ、大変好評を博しました。
　当日は、記録的な猛暑日となりましたが、多くの市民や帰省の人達で賑わい、約１万９千人の来場者となりました。今年の
『ふるさと夏まつり』も市民総参加の下、大好評で幕を閉じましたが、来年も会場内で“ふれあい”出会い“が広まることが
楽しみです。

いぐのさとイ ベント
ZOOM IN

角田市商工会・丸森町商工会　平成 19 年 11 月 1日商工会報5

休日経営相談窓口開設中 !!
　休日等特別経営相談窓口は第２・第４土曜日角田市商工会で開設しています。角田・丸森エリア内の商
工会の会員さん、事業を始めようとしている方々の相談に応じています。（ただし、祝日や特別休日となっ
た場合は休館となります。）

相談支援は経営指導員が対応しますので、お気軽にご相談下さい。
時間は午前９時から午後５時まで、電話による相談にも応じます。
・角田市商工会館：角田市角田字大坊３４-２　 ６２-１２４２

＜経営革新・経営一般・情報化・金融・税務・労働・etc…＞

猛暑の中で
かくだふるさと夏まつり
今年も大盛況！今年も大盛況！
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角
田
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
事
業
は
「
ラ
ビ
ッ
ト
く
ん
」

の
愛
称
で
４
月
一
日
か
ら
本
格
運

行
を
開
始
し
、
利
用
者
数
も
七
月

二
十
日
に
一
万
人
を
突
破
し
、
九

月
末
現
在
で
、
一
五
、
八
〇
六
人

の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ラ
ビ
ッ
ト
く
ん
は
、
戸
口
か
ら

戸
口
ま
で
の
ご
利
用
が
可
能
で
す

が
、
一
般
道
路
か
ら
玄
関
ま
で
の

取
り
付
け
道
路
が
狭
い
場
合
は
一

般
道
路
か
ら
の
乗
車
を
お
願
い
し

た
り
、
乗
合
で
す
の
で
、
時
に
は

利
用
距
離
は
短
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
遠
い
お
客
様
の
あ
と
に
到
着
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
限
界
も

ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域

の
便
利
な
足
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
」の

仲
間
が
増
え
ま
し
た

　

去
る
八
月
十
二
日
に
「
が
ぎ
ゅ

う
ベ
ー
カ
リ
ー
」（
社
会
福
祉
法
人

臥
牛
三
敬
会
経
営
）
が
西
田
町
に

オ
ー
プ
ン
し
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の

仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
は
商
店
会
ご

と
に
待
合
場
所
（
椅
子
）
の
提
供

や
、
利
用
者
に
代
わ
っ
て
予
約
申

込
み
を
行
う
予
約
代
行
サ
ー
ビ
ス
、

利
用
券
（
回
数
券
）
の
販
売
、
ト

イ
レ
の
配
慮
な
ど
の
協
力
店
で
す
。

　

ラ
ビ
ッ
ト
く
ん
利
用
者
へ
の
協

力
店
に
は
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
ほ

か
に
も
特
別
運
行
拠
点
（
公
共
施

設
、
医
療
機
関
、
商
店
街
の
ラ

ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
、
調
剤
薬
局
）
も

ラ
ビ
ッ
ト
く
ん
利
用
者
に
便
宜
を

図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
を
利
用
さ
れ
、

ま
ち
な
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
れ
る
よ
う
、
商
業
者
の
皆
様
に

も
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

業　　　種電　　話住　　　所代表者名事業所名
角田市商工会

鉄骨業0224-63-5378角田市横倉字明地２４５-９佐藤　秀樹建設職組合
製造・仕上げ業0224-67-1655角田市君萱字薬師堂７６山口　　喬㈲ヒューテック
自動車修理業0224-62-3002角田市島田字高田２-１斎藤　栄一サカエ自動車
タイヤ販売業0224-87-8660角田市角田字緑町６-１渡辺　則幸車大工
医療法人0224-63-0062角田市角田字町１９２井上　晴之角田ふれあいクリニック
電子部品加工検査業0224-65-2187角田市毛萱字勝善５４佐々木　修㈲東幸電子
超硬工具製造業0224-65-2321角田市稲置字舛内１６湯村　保博㈱サイトウ製作所角田工場
火災報知器用部品等製造業0224-65-2395角田市高倉字小寺内９６飯淵　伸一三州工業㈱宮城工場
自動車整備業0224-63-0061角田市角田字中島下４７８-１沼倉　義久カーベスト沼倉
自動車整備業0224-63-2629角田市佐倉字萱場２３９阿部　義昭阿部自動車整備工場
建設業0224-69-2054角田市鳩原字瀬の木橋９６-２渡辺　裕也建設職組合
解体業0224-63-2049角田市尾山字一の矢１１９荒木　盛男
コンビニエンスストア0224-63-0639角田市角田字幸町５６澤田　哲郎㈲ティ・エス・ワイ
保険代理店0224-62-0850角田市梶賀字東南６１-１伊藤　　卓㈲アイ エヌ エス企画
資材等販売0224-63-2627角田市梶賀字西１５８-２４太田　忠秋太陽包材
不動産業0224-69-2815角田市坂津田字吉ヶ入６５丹野　昭廣高砂住宅販売㈱
外装工事業0224-62-0530角田市角田字中島上１７０-２８大橋　正也大橋外装
生花販売業0224-63-5001角田市梶賀字一里壇１３９-３森井　文子フラワーショップ花ロマン
卸売業0224-62-3323角田市梶賀字西２０北内　勇記㈱スバック
建設業0224-63-0955角田市梶賀字東南６１-２赤井　功幸赤井工業
一般建築塗装業0224-63-1414角田市角田字裏町５５-４３菊地　眞二菊地塗装店
パン製造販売0224-61-1777角田市角田字田町５４-１湯村　利憲がぎゅうベーカリー

丸森町商工会
介護タクシー0224-72-2571丸森町耕野字東一本松３２宍戸　和好介護タクシー　やまぶき
バイク販売修理0224-72-1959丸森町舘矢間木沼字木沼町６５-５荒井　光弘モーターサイクルポンタ
自動車部品製造業0224-78-1042丸森町小斎字北原１０-１星　　良市スター技研
飲食業0224-72-2611丸森町字町東６６松岡　光夫ホルモン焼肉　おれの家
介護福祉事業0224-73-1401丸森町字竹谷４６-３氏家　孝子㈲介護サポートあぶくまの里

新会員新会員さんさんご紹介ご紹介新会員さんご紹介 （Ｈ１８年１０月１日～Ｈ１９年９月３０日の加入者）

ラ
ビ
ッ
ト
く
ん
七
十
六
日
目
に

利
用
者
一
万
人
を
突
破

角田

角田市商工会・丸森町商工会　平成 19 年 11 月 1日商工会報7

商工会からのお知らせ Information

一日金融公庫相談日開設

　国民生活金融公庫の調査員と直接面談し、ご相談の
上その場で決定されます。

※いずれの会場でも相談は可能ですが、事前に商工会
へご連絡下さい。
《上記以外の日でも、融資の申込みは随時受け付けて
います。》

年末資金の準備はお早めに！
相談料　無　料

税務講習会のお知らせ
●丸森地区青色申告決算説明会（事業所得者等）

と　き：平成１９年１２月３日（月）午前１０時～
ところ：丸森町町民センター
対象者：丸森地区内の事業所得者の方
●角田地区青色申告決算説明会（事業所得者等）

と　き：平成１９年１２月３日（月）午後２時～
ところ：角田市商工会館
対象者：角田地区内の事業所得者の方

金融のお知らせ

※詳しくは角田市商工会・丸森町商工会へ
　平成１９年９月１２日現在

利率貸 付 期 間融 資 制 度融 資 種 類 

２.２％運 転 ５ 年
設 備 ５ 年

運転　３００万
設備　３００万

角田市小企業 
小 口 資 金
（無担保・無保証）

角
田
市
融
資 ２.２％運  転  ７  年

設  備  １０  年
運転１，０００万
設備１，０００万

角田市中小企業
振 興 資 金

２.２％運 転 ３ 年
設 備 ３ 年

運転　２５０万
設備　２５０万

丸森町小企業 
小 口 資 金

丸
森
町
融
資 ２.２％運転５年以内

設備７年以内
運転　５００万
設備　８００万

丸森町中小企業
振 興 資 金

２.１％運転５年以内
設備７年以内

運転　５５０万
設備　５５０万

小 企 業 経 営
改 善 資 金
（無担保・無保証）

国
民
生
活
金
融
公
庫

２.４％
２.５％

運転５年以内
設備１０年以内

運転４，８００万
設備４，８００万普 通 貸 付

２.５％　　１０年以内２００万以内
（１人につき）教 育 貸 付

宮城県の最低賃金
効力発生日最低賃金額

宮城県最低賃金 19.10.20
時間額

639 円

効力発生日
最低賃金額宮城県産業別最低賃金

業種は日本標準産業分類による 時間額

18.12.15736 円
鉄　鋼　業

（高炉による製鉄業、銑鉄鋳物製造業［鋳
鉄管、可鍛鋳鉄を除く］、可鍛鋳鉄製造業及
びその他の鉄鋼業を除く。）

18.12.15708 円電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業

18.12.15712 円
自動車小売業

（二輪自動車小売業〔原動機付自転車を含
む〕を除く。）

宮城県最低賃金は県内の事業場で働くすべての労働者（臨
時、パートタイマー、アルバイト等を含む）とその使用者
に適用されます。

角田地区
と　き：平成１９年１１月２１日（水）
　　　　　　　ＡＭ１０：００～ＰＭ３：００
ところ：角田市商工会館

丸森地区
と　き：平成１９年１１月２２日（木）
　　　　　　　ＡＭ１０：００～ＰＭ３：００
ところ：丸森町商工会館

雇用保険法が変わります！
～雇用保険被保険者のみなさまへ～

○雇用保険の受給資格要件が変わります
・これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短
　時間労働者以外の一般被保険者：短時間被保険者）
　をなくし、雇用保険の基本手当の受給資格要件が一
　本化されます。
・原則として、平成１９年１０月１日以降に離職された方
　が対象となります。

（旧）

・短時間労働者以外の一般被保険者⇒６ヵ月（各

　月１４日以上）

・短時間労働被保険者（週所定労働時間２０～３０時

　間）⇒１２ヶ月（各月１１日以上）

（新）

雇用保険法の基本手当てを受給するためには、週

所定労働時間の長短にかかわらず、原則

１２ヵ月（各月１１日以上）の被保険者期間が必要。

※ただし、倒産 ･解雇等により離職された方は、

６ヵ月（各月１１日以上）で可。
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角
田
市
商
工
会　
 

0
2
2
4－

　

－

1
2
4
2

６２

丸
森
町
商
工
会　
 

0
2
2
4－

　

－

1
2
3
0

７２

■
発
行
者
／
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会　

■
発
行
日
／
平
成　

年　

月
１
日

１９

１１

■
印　

刷
／
佐
藤
印
刷
㈱

女性部 女性部 

青年部 青年部 

　

角
田
市
・
丸
森
町
商
工
会

青
年
部
は
「
ふ
る
さ
と
夏
ま

つ
り
」「
齋
理
幻
夜
」
と
夏

の
イ
ベ
ン
ト
も
終
了
し
互
い

に
一
息
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
年
は
十
一
月
十
四
・
十

五
日
に
「
第
十
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
」
が
宮
城
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。『 
宮  
城 

み
や 
ぎ

に 
集 
え　
 
強  
者  
達 　

そ
し
て

つ
ど 

つ
わ 
も
の 
た
ち

 
見 
せ
よ
う　
 
伊  
達 
な 
武 � 
商 
�

み 

だ 

て 

ぶ 

し
ょ
う

 
魂 
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

だ
ま
し
い

全
国
か
ら
、
二
千
三
百
余
り

の
商
工
会
青
年
部
の
部
員
た

ち
が
宮
城
県
に
結
集
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
企
業
経
営
者
の
原

点
で
あ
る
「
商
売
」
に
立
ち

返
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
よ
り
強
固
な
も
の

と
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
拡
大
を
図
り
将
来
に

希
望
の
持
て
る
新
し
い
青
年

部
組
織
を
築
き
上
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

我
々
も
開
催
県
の
立
場
か
ら
、

自
分
た
ち
の
責
務
を
果
た
し

な
が
ら
全
国
の
青
年
部
員
た

ち
と
交
流
を
深
め
て
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
角
田
市
・
丸
森
町

商
工
会
青
年
部
が
合
同
で
行

う
、
若
手
後
継
者
育
成
事
業

で
我
々
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
「
ラ
ビ
ッ
ト
く

ん
」
利
用
者
に
使
っ
て
も
ら

え
る
「
エ
コ
バ
ッ
ク
」
の
作

成
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
に
は
、
環
境
に
や
さ

し
い
省
資
源
化
の
も
と
、
レ

ジ
袋
の
削
減
を
目
的
に
考
え

て
い
ま
す
。
も

う
ひ
と
つ
は
、

ス
タ
ン
プ
会
の

協
力
を
前
提
に

エ
コ
バ
ッ
ク
利

用
者
が
、
ま
ち

な
か
で
買
い
物

を
し
た
と
き
に
、

た
め
と
く
カ
ー

ド
の
ポ
イ
ン
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
の

回
遊
性
を
高
め
、

ま
ち
な
か
の
活

性
化
に
役
立
て

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
角
田
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
「
ラ
ビ
ッ
ト
く
ん
」
利

用
者
を
対
象
に
配
布
を
行
い
、

来
年
度
は
、
丸
森
で
始
ま
る

予
定
の
デ
マ
ン
ド
利
用
者
を

対
象
に
配
布
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
少
し

で
も
、
角
田
・
丸
森
の
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
と
、
角
田
・
丸
森
商
工
会

青
年
部
の
部
員
一
同
願
っ
て

い
ま
す
。

　

角
田
市
・
丸
森
町
商
工
会

か
ら
の
日
頃
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

角
田
・
丸
森
商
工
女
性
部

は
本
年
も
商
工
会
活
動
は
元

よ
り
、
地
域
づ
く
り
町
づ
く

り
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る

事
を
総
意
と
し
て
現
在
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

去
る
七
月
十
二
日
〜
十
三

日
は
東
北
・
北
海
道
商
工
会

女
性
部
員
交
流
研
修
会
が
宮

城
県
秋
保
で
開
会
さ
れ
、
同

時
に
行
わ
れ
た
東
北
六
県
・

北
海
道
商
工
会
女
性
部
主
張

発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、

各
県
代
表
の
発
表
者
の
地
域

に
根
ざ
し
た
そ
の
特
性
を
い

か
に
充
実
さ
せ
、
又
拡
大
さ

せ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
こ

ろ
を
重
点
テ
ー
マ
に
、
情
熱

と
努
力
の
結
果
を
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
に
発
表
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

私
達
は
活
動
の
そ
の
す
ば

ら
し
さ
と
共
に
会
員
の
結
束

の
強
さ
と
そ
の
輪
を
い
か
に

拡
げ
て
い
く
か
と
い
う
部
分

で
非
常
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。「
花
笠
音
頭
」を

歴
史
的
に
研
修
し
、
そ
の

す
ば
ら
し
さ
を
探
求
、
理

解
し
全
国
に
発
信
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
山
形
県

代
表
の
主
張
に
栄
冠
が
輝

き
ま
し
た
。

　

さ
て
私
達
角
田
・
丸
森

商
工
女
性
部
で
す
が
本
年

度
は
少
し
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ

ン
に
目
を
置
き
研
修
を
進

め
よ
う
と
話
し
合
い
、
も
っ

か
修
行
中
で
あ
り
ま
す
。
部

員
の
中
で
作
物
や
加
工
品
を

工
夫
し
努
力
を
か
さ
ね
て
創

り
上
げ
、
そ
れ
を
い
か
に
ビ

ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
て
い
く

か
研
究
し
着
実
に
歩
み
始
め

て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

　

こ
の
経
済
低
迷
の
中
、
光

を
見
出
す
の
は
非
常
に
難
し

い
事
で
あ
り
ま
す
が
、
女
性

の
持
つ
柔
ら
か
さ
、
ね
ば
り

強
さ
、
器
用
さ
等
を
駆
使
し

精
力
的
に
が
ん
ば
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
私
達
会
員
は
そ
の

取
り
組
み
の
過
程
や
そ
の
心

意
気
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ

け
る
苦
労
話
等
を
聞
き
、
そ

れ
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
又
さ
ら
に
そ
の
事
が

拡
充
す
る
よ
う
ど
う
応
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
新

た
な
他
の
道
が
あ
る
の
か
ど

う
か
研
修
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
達
が
元
気
に
活
動
す
る

こ
と
は
個
人
的
に
喜
ば
し
い

事
で
あ
る
だ
け
で
な
く
地
域

に
と
っ
て
も
元
気
印
の
基
に

な
れ
る
と
自
負
し
本
年
も
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
し

ま
す
。

女
性
部
便
り

角
田
・
丸
森
商
工
女
性
部

青
年
部
便
り

角
田
市
・
丸
森
町
商
工
会
青
年
部

角田市商工会青年部　夏まつり“流しそうめん”風景

東北六県・北海道商工会女性部
主張発表大会・宮城県代表


